
③ 発掘調査報告書 

 

1. 権現平古墳群 附木船Ⅱ号石棺，富士峯Ⅰ～Ⅲ号石棺,山田峯Ⅴ,Ⅵ号石棺  

平成 6 年 3月発行 Ｂ5 版 122Ｐ 440ｇ 3,000 円  

※ 東海系、畿内系土器を出土した大型方形周溝墓(20×20m)を含む古墳群の調査。霞ヶ浦沿岸では、

最古段階の方形周溝墓。 

 

2. 五万堀遺跡  平成 9年 10 月発行 Ｂ5 版 102Ｐ 330ｇ 500 円   

  ※ 縄文時代後期の堀之内１式期の集落、遺物包含層、近世末期の地下式坑 1 基、

井戸３基を検出。 

 

3.玉里村権現山古墳－発掘調査概報－ 

平成 9年 3月発行 Ａ4版 20P 90ｇ 600 円   

  ※ 全長 89.5ｍの前方後円墳の発掘調査概報。史跡整備のための予備調査により、後円部主体部、前

方部埋葬主体部<造り出部、くびれ部を確認。５世紀末～６世紀初頭にかけての遺物(直刀、鉄族、

須恵器、土師器、埴輪)が出土。 

 

4.館 山遺跡 －旧石器・縄文・弥生時代編－   

平成 11 年 3月発行 Ａ4版 78Ｐ 370ｇ 600 円   

 ※ 縄文時代早期後半(茅山下層式)、前期前半(関山式)、前期後半(浮島 1ａ式、諸磯ａ式等)にかけて

の良好な資料群と、弥生時代中期後葉から末葉(足洗２、３式、阿玉台北式等)の遺物が出土。弥生

時代は足洗２～３式期に伴うと思われる穂積具を報告。 

                     

5.玉里村権現山古墳発掘調査報告書   

平成 12 年 3月発行 Ａ4版 112Ｐ 509ｇ 1,000 円   

 ※ 墳丘全長 89.5ｍの前方後円墳の発掘調査報告書。史跡整備のための予備調査により、後円部主体

部、前方部埋葬主体部<造り出部、くびれ部を確認。５世紀末～６世紀初頭にかけての遺物(直刀、

鉄族、須恵器、土師器、埴輪)が出土。 

 

6.玉里村村内遺跡分布調査報告書「玉里の遺跡」  

平成 16 年 11 月発行 Ａ4版 220Ｐ 815ｇ 1,200 円   

 ※ 玉里村内の遺跡全 127 遺跡を網羅。採集資料、試掘調査、発掘調査の概要、測量図等を掲載。ま

た、旧石器～近世、近代にいたるまでの遺跡分布の特性についての解説あり。 

 

 

 

 

 


